
外国人材受入れ事例
とちぎ外国人材活用促進協議会

製造業

○ 技術・人文知識・国際業務のミャンマー人10名とベトナム人１名を受入れ中 （2018年から受入れ開始）

○ 技能実習生のミャンマー人２名を受入れ中 （2019年から受入れ開始）

外国人の受入状況 2020年10月現在

・安定した生産体制の構築を目指しているため、真面目に働く人
であれば、日本人・外国人問わず採用しようと取り組んだ結果、
外国人の採用につながった。

外国人受入れの目的・理由

・ミャンマーの日本語学校を見学した際、勉学に励む学生
が印象深かったことから、ミャンマーの人材紹介会社を
通じて、現地に採用担当を派遣し面接・採用。

・ハローワークでの求人による採用。

外国人の採用方法

・従業員の意欲を高めるため、日本語能力試験や射出成形技能士
（国家資格）に合格すると、一時金の支給や昇給を実施。
・業務で必要となる資格試験を受験する
場合は、会社で試験費用を負担し、会
場までの送迎を実施。

・社員の考える力を養い、会社の改善す
べき点を明らかにするため、社長が隔
週でトップメッセージを発信している。
それに対する社員の返信の中から、最
も印象的だった５名に対してポイント
を付与し、年間ポイント上位数名を、
食事に招待する等の取組を行っている。

・外国人はアパート又は社宅に居住しており、アパートの場合は、
会社名義で契約し、入居者の給与から家賃等を天引き。また、Wi-
Fiも会社で契約して、宿舎の通信環境を整えている。

受入れや定着を進めるにあたっての工夫

・真面目であり、安定的な計画と生産が可能となっている。
残業や休日出勤を進んで引き受けてくれるなど、本人達は
仕事を楽しんでくれていると思う。

・国によって人柄が異なるという話もあるが、当社の外国人
を見る限り、国籍は関係ないと思う。

・数回に分けて、受け入れているが、１期生は２・３期生の
リーダー的存在となっており、業務に関する専門用語や難
解な言葉を伝えてくれる等、頼もしい存在となっている。
なお、初めて入ってきた１期生へは、専門用語等を教える
のに大変苦労した。

受入企業の声

・母国ミャンマーに日系企業が増加していることから、日本に興味
を持ち日本語を勉強していた。来日前は、コミュニケーションに
不安があったが、従業員の方々が優しく接してくれたので、安心
した。

・思った以上に寒さが厳しく辛いが、今後も日本で働きたいし、住
み続けたいと考えている。

・今はＮ２の試験を控えているため、休日はほとんど勉強している。

外国人本人の声

株式会社メイバンプラスチック茂木
所在地 ：芳賀郡茂木町
従業員数：41名

日本語能力試験
・Ｎ３ 一時金
・Ｎ２ 10,000円/月(昇給)
射出成形技能士(国家資格)
・３級 一時金
・２級 10,000円/月(昇給)
・１級 25,000円/月(昇給)
・特級 35,000円/月(昇給)


